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(百万円未満切捨て)

１．平成29年３月期第１四半期の業績（平成28年４月１日～平成28年６月30日）
（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年３月期第１四半期 1,823 － 4 － 3 － 1 －

28年３月期第１四半期 － － － － － － － －

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

29年３月期第１四半期 0.51 －

28年３月期第１四半期 － －

(注) １．当社は、第１四半期の業績開示を、当事業年度より行っているため、平成28年３月期第１四半期の実績及

び増減率は記載しておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

29年３月期第１四半期 2,872 1,548 53.9

28年３月期 2,978 1,592 53.5

(参考)自己資本 29年３月期第１四半期 1,548 百万円 28年３月期 1,592 百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年３月期 － 0.00 － 20.00 20.00

29年３月期 －

29年３月期(予想) 0.00 － 20.00 20.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．平成29年３月期の業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 3,720 － 90 － 90 － 57 － 25.60

通期 8,000 1.7 270 7.8 270 6.9 172 5.5 76.80

(注) １．直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

２．当社は、平成28年３月期第２四半期においては、四半期財務諸表の業績開示を行っていないため、平成29

年３月期第２四半期累計期間の対前年同四半期増減率は記載しておりません。
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※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 29年３月期１Ｑ 2,250,000株 28年３月期 2,250,000株

② 期末自己株式数 29年３月期１Ｑ －株 28年３月期 －株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期１Ｑ 2,250,000株 28年３月期１Ｑ －株

(注) 当社は、第１四半期の業績開示を、当事業年度より行っているため、平成28年３月期第１四半期の期中平均株

式数（四半期累計）は記載しておりません。

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であります。なお、この四半期決

算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表に対するレビュー手続きは終了しております。

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、政府による経済政策を背景に企業収益や雇用環境は改善しているも

のの、為替相場や株式市場は大きく変動し、景気の先行きが不透明な状況で推移いたしました。

当社が事業を展開するコールセンター・ＢＰＯ（ビジネス・プロセス・アウトソーシング）サービス(注１)業界に

おいては、人材不足の影響により企業が事務処理系の業務を外部のリソースに頼る傾向が高まっていること、専門特

化した業務の最適化や効率化・コスト競争力強化といったニーズが高まっていること等により、需要は拡大傾向にあ

ります。また、地方自治体様をはじめとする官公庁様においても、マイナンバー制度や臨時福祉給付金等給付に関わ

る業務等、外部委託の需要が拡大し、業界の市場規模は拡大しております。

このような状況の下、当社では、コールセンター・ＢＰＯサービスを２本柱に、ＩＴを活かしたサービスを展開す

るトータル・アウトソーシング企業として、年金相談・ＩＴヘルプデスク・金融系に特化したサービスの拡大を図っ

てまいりました。コールセンターサービス分野では、総合評価方式による入札により、官公庁様向け大型既存案件を

継続受注したほか、民間企業様からも新たにお客様お問い合わせ窓口の案件を受注いたしました。ＢＰＯサービス分

野では、各地方自治体様からの臨時福祉給付金等給付に関する業務の新規受注や民間企業様からの事務処理業務を受

注し、受注拡大に向けた取り組みを推進してまいりました。

以上の結果、当第１四半期累計期間の業績につきましては、売上高は18億23百万円、営業利益は４百万円、経常利

益は３百万円、四半期純利益は１百万円となりました。

（注１）ＢＰＯ（ビジネス・プロセス・アウトソーシング）サービス

官公庁様及び地方自治体様並びに企業等が、主核ビジネス以外の業務プロセスの一部を専門業者に外部委託する

ことをいい、従来のアウトソーシングとは異なり、ＢＰＯサービスでは業務プロセスの設計から運用までをワンス

トップで請け負います。

なお、売上高の内訳は次のとおりです。

当社は、単一セグメントであるため、サービス別に内訳を記載しております。

従来「その他サービス」に区分していたウェブ開発受託サービス等について、事業戦略の見直しに伴い、当第１四

半期会計期間より「ＢＰＯサービス」に含めております。

当第１四半期累計期間における主なサービス別の業績は、以下のとおりです。

サービス区分

当第１四半期累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日）

売上高
（百万円）

構成比
（％）

①コールセンターサービス 889 48.8

②ＢＰＯサービス 933 51.2

合計 1,823 100.0

①コールセンターサービス

コールセンターサービスにつきましては、官公庁様向けの継続案件において、日本年金機構様や共済組合様関連

などを中心に堅調に推移したほか、地方自治体様からの「臨時福祉給付金等給付に関するお問い合わせ業務」を継

続受注いたしました。民間企業様向けでは、厚生年金基金様関連のお問い合わせ業務を新たに複数の基金様より受

注したほか、通信販売系やメーカー系のお客様より修理受付業務を受注するなど取引が拡大いたしました。その結

果、コールセンターサービスの売上高は８億89百万円となりました。

②ＢＰＯサービス

ＢＰＯサービスにつきましては、官公庁様向けの案件において、地方自治体様からの臨時福祉給付金給付に関す

る事務処理業務の新規受注が好調に推移いたしました。民間企業様向けでは、リース業のお客様からの事務処理業

務案件が拡大いたしました。その結果、ＢＰＯサービスの売上高は９億33百万円となりました。
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（２）財政状態に関する説明

(資産)

当第１四半期会計期間末の資産合計は28億72百万円となり、前事業年度末に比べ１億５百万円の減少となりました。

流動資産は19億27百万円となり、65百万円の減少となりました。この主な要因は、現金及び預金の増加１億36百万

円、売掛金の減少２億８百万円によるものです。固定資産は９億45百万円となり、40百万円の減少となりました。

この主な要因は、減価償却費の計上によるものです。

(負債)

当第１四半期会計期間末の負債合計は13億24百万円となり、前事業年度末に比べ61百万円の減少となりました。

流動負債は８億31百万円となり、45百万円の減少となりました。この主な要因は、買掛金の減少55百万円、未払法

人税等の減少22百万円、その他の流動負債の増加37百万円によるものです。固定負債は４億92百万円となり、16百

万円減少となりました。この主な要因は、長期借入金の減少23百万円、退職給付引当金の増加８百万円によるもの

です。

(純資産)

当第１四半期会計期間末の純資産合計は15億48百万円となり、前事業年度末に比べ44百万円の減少となりました。

この主な要因は、四半期純利益による増加１百万円、配当金の支払いによる減少45百万円によるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成29年３月期の業績予想につきましては、平成28年５月10日発表の「平成28年３月期 決算短信」で公表しまし

た業績予想から変更ありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。

（３）追加情報

(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」(企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日)を当第１四

半期会計期間から適用しております。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 739,999 876,416

売掛金 1,047,821 839,151

仕掛品 3,197 2,260

貯蔵品 2,530 2,334

その他 199,279 207,193

流動資産合計 1,992,829 1,927,356

固定資産

有形固定資産

工具、器具及び備品（純額） 470,018 445,755

その他（純額） 188,522 181,972

有形固定資産合計 658,540 627,727

無形固定資産 67,726 62,358

投資その他の資産 259,519 255,465

固定資産合計 985,786 945,551

資産合計 2,978,615 2,872,908
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(単位：千円)

前事業年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期会計期間
(平成28年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 116,926 61,149

1年内返済予定の長期借入金 95,400 95,400

未払費用 371,527 386,966

未払法人税等 37,239 14,354

賞与引当金 26,239 7,018

役員賞与引当金 6,212 －

受注損失引当金 3,341 10,108

資産除去債務 1,149 －

その他 219,151 256,707

流動負債合計 877,187 831,705

固定負債

長期借入金 183,200 159,350

退職給付引当金 248,284 256,715

役員退職慰労引当金 36,496 36,893

資産除去債務 5,953 5,957

その他 34,546 33,388

固定負債合計 508,481 492,304

負債合計 1,385,669 1,324,009

純資産の部

株主資本

資本金 354,108 354,108

資本剰余金 314,108 314,108

利益剰余金 924,204 880,356

株主資本合計 1,592,422 1,548,573

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 523 324

評価・換算差額等合計 523 324

純資産合計 1,592,946 1,548,898

負債純資産合計 2,978,615 2,872,908
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
当第１四半期累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 1,823,008

売上原価 1,588,168

売上総利益 234,839

販売費及び一般管理費 230,768

営業利益 4,071

営業外収益

受取利息 47

受取配当金 7

助成金収入 220

その他 51

営業外収益合計 327

営業外費用

支払利息 395

その他 6

営業外費用合計 401

経常利益 3,996

特別損失

固定資産除却損 53

特別損失合計 53

税引前四半期純利益 3,943

法人税、住民税及び事業税 4,686

法人税等調整額 △1,894

法人税等合計 2,792

四半期純利益 1,151

決算短信（宝印刷） 2016年08月01日 10時59分 9ページ（Tess 1.50(64) 20160126_01）



富士ソフトサービスビューロ株式会社(6188) 平成29年３月期 第１四半期決算短信

― 8 ―

（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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